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各グループの活動「まちむすびグループ」



 

緑豊かな安全なまちづく

りグループ 

 

 

【行動目標】 

自自然然とと豊豊かかにに調調和和ししたた安安全全・・快快適適なな都都市市環環

境境をを創創造造すするる  

阪神ベイエリアの海浜、武庫川、猪名川等

の自然景観や環境の再生に努める。また、

市民と共に多発する自然災害から命と暮ら

しを守る安全な街づくりを目指します。 

 

【主な取り組み方向】 

・阪神ベイエリアの自然環境を守る 

・武庫川や猪名川等の水辺を再生し、潤い

ある自然豊かな街づくりをめざす 

・地域防災力の向上として、専門家を迎え

て防災講座を開催する 

・防災施設や景観の現地見学会を開催する 

 

 

 

令和２年度 

 

１ 「ひがた」ってどんなとこ？ 

～甲子園浜に広がる生きものたちの 

世界～ 

 

日 時：令和３年３月17日（水） 

14：00～16：00 

場 所：西宮市立甲子園浜自然環境セン 

ター１Ｆ会議室 

西宮市枝川町19－10浜甲子園 

運動公園内 

参加者：17人（内、ビジョン委員  木村 

赤沼、和田、竹嶋、深田、村田  

計６名） 

※順不同 敬称略 

 

内  容：  

貴重な「ひがた」の自然を知り、体験して

いただくことで、急激に変化する現在、私

たちが次の世代に残さなければならない

ことは何かを学ぶことをその目的としま

す。 

講演は山西良平氏（西宮市立貝類館顧問、

大阪市立自然史博物館元館長、理学博士） 

甲子園浜に出て生きものたちを観察、３階

に移動し野鳥観察、NPO法人「子どもの環

境活動支援協会」の担当者から甲子園浜に

来ている野鳥の説明を受けます。 

成  果： 

参加者数17人 会場定員（コロナ対策後 

の定員24人） 

近隣の市民活動団体にも声をかけ、周辺で

活動しているグループ等からの参加を得

た。 

参加の皆さんには底生動物一つ以上の正 

確な名前を憶えていただいた。 

課 題： 

 一般募集をビジョン委員中心に案内しま 

したが、参加者はありませんでした。 

委員へはLINE WORKS等、既存の連絡網に 

載せましたが効果は乏しくビジョン委員 

へのLINE WORKSによる広報は期待できな 

い。 

ビジョン関係者への広報は今後の課題だ 

と考えます。 

今後は、地域で活動をするNPO法人や活動

グループとの連携を進めることが大切と

考えます。 
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      イベントチラシ 

令和３年度 

 

２ 西宮神社の黒松周囲剪定 

 

日 時：令和３年５月14日（土） 

   10：00～11：50 

場 所：西宮神社 

参加者：４人 

内 容： 

  1） 綱鳥居前集合 

小西さんが吉井禰宜と事前に献木の

日当たり改善のために、周囲の樹木の

枝を剪定する許可を得ていた。 

2） 剪定作業 

・根本周囲の地面をほぐし、根の張り具

合や周囲の樹木の根の侵入範囲など

を確認した。 

・樹木医藤原氏の指示の基に長さ４mの

剪定用のこぎりで、日陰に影響してい

る直径10cm前後長さ３m以上の枝を 

６本程度剪定した。切口は竹炭液で消

毒と雑菌侵入防護した。 

・除去した枝は１m以下に枝・葉を処理し、

落ちた葉なども掃除。 

大きめのリヤカーいっぱいをゴミ処

分場まで運搬処分。 

・東門の黒松と共に水遣りにて作業完了。 

・竹割り工法で少し深い根の周囲へ酸素

供給ルートを確保するフォローは、松

の成長サイクルから冬場にするのが

良いとの樹木医からの意見で、２周年

に行うものと暫定した。 

・コロナの影響で参加者を絞って屋外で

あるが全員マスク姿で作業。高所の枝

切のために落下する枝で怪我をしな

いように、予めロープをかけて横引き

を別の人がした。 

 成 果： 

  ・樹木医の専門的な指導により、効果的

な対策が的確に行えた。また、植栽活

動の現役により資材の提供を受け、ス

ムーズに作業の手順を学ぶことが出

来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

剪定作業中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  綱鳥居側 黒松今回作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            吉井禰宜と 

小西専門員 

３ アルカイック避難訓練コンサート 2021 

 

日  時：令和３年９月18日（土） 

14：00～16：00 

場  所：あましんアルカイックホール 

参加者：５名 

（赤沼有季、大島勲、竹嶋政宏 

村田実、和田寿子 敬称略） 

 内  容： 

  コンサートで演奏中に、緊急地震速報、

シェイクアウトの姿勢から会場誘導員

の誘導にて速やかに避難行動をする。 

身をもって体験することの重要さを知

る。 
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４ 武庫川の自然と防災 講座 

  講師 兵庫県県土整備局 

武庫川総合治水室長 樋口俊光氏 

 

日  時：令和３年12月15日（水） 

14：00～16：00 

場  所：尼崎市防災センター多目的ホール 

参加者：43名 

（樋口室長、小西専門委員含む） 

 内  容： 

兵庫県県土整備局武庫川総合治水室長 

樋口俊光氏を講師として武庫川の自然

と災害の歴史及び河川整備計画を通じ

て武庫川の将来を「武庫川の自然と防災」

として開催。 

1.村田氏)  開会挨拶 

2.大島氏)  武庫川にワクワク⇒武庫川 

の特殊性と生瀬～道場間の峡谷にあ

る武庫川廃線敷の歴史と魅力を説明 

3.樋口氏) 武庫川河川整備計画⇒三田

盆地や阪神間が都市化された、武庫川

の総合治水としての整備計画と河口

付近における整備進捗状況の説明 

4.質疑応答（３名から質問、樋口・大島 

が応答） (司会：大島) 

5.村田氏)  閉会挨拶 

 成  果： 

武庫川渓谷の中流に沿う廃線敷の魅力

を伝えるとともに、開発や災害の歴史を

学び、河川改修や今後の武庫川の姿を知

ることが出来た。 

 改善点： 

整備計画は、内容が行政の専門的な話が

多く、質疑応答についても、そちらに偏

って一般参加者には少し難しかった。 

 課  題： 

阪神間の魅力をもっとアピールしてい

くのに、武庫川という共通するキーワー

ドを使ったが、まだまだ知られていない

ことが多い。生活に密着して事柄や防災

安全に関する事側を知ってもらうチャ

ンスが少ない。 

 

参加者の声： 

質疑応答も含めて、できるだけ一般参加

者にもわかりやすいように平易な言葉

で話したが、それでも難しすぎるとの声

が多数後で聞かれた。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 西宮神社の黒松お手入れ会 

 

日 時：令和４年２月13日（日） 

    8：50～10：50 

場 所：西宮神社 綱鳥居前 

参加者：８人（小西専門委員含む） 

内 容： 

・西宮神社に献木したクロマツのお手入 

   れ会として開催。東門側に比べて綱鳥 

居側の生育が遅れている。日陰や地盤 

硬度の面で問題があるとして、藤原樹 

木医の指導の元に地盤改良を行った。 

・地盤改良はアースオーガーで直径15cm 

深さ100cmの穴を６本掘り、鹿沼土・日 

向土・軽石・炭粉を全部で50リットル 

程度ブレンドして、割竹を中心に詰め 

た後、周りに残りを埋め戻した。 

・穴を掘って地盤の硬度を柔らかくする 

と共に、空気や水の浸透により、植え 

た幼木の根が張りやすくする効果を

期待している。周りからの樹木の根や 

大きい石が埋まっており、取り除く事 

ができるものは積極的に除去した。 

成 果： 

  ・早くから作業を開始したので、雨降り

の前に作業を完了できた。 

・参加者が増えて、実質作業の手が分散

出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10期のビジョン活動を振り返ると、一昨年10

月にやっと、新メンバーの顔合わせをするこ

とが出来ました。 

２年間で活動できる期間が少なく、対面によ

るイベント講演は下記の通り２回のみでした。

皆さんで行動目標に沿ったイベントへの参加

や、防災関連の情報をグループLINE上にアッ

プして、ハザードマップ等の資料を集め、比

較検討。また、毎月の会議もほとんどオンラ

インで行いました。 

イベントとしては、Ｒ３年３月甲子園浜にて、

大阪湾「ひがた」の生きものたちと題して専

門家による講座と、実際に干潟に出て野外勉

強をしました。 

Ｒ３年12月には、尼崎消防局防災センター会

場をお借りして、最大限のコロナ感染対策の

上に“武庫川の自然と防災”をテーマによる

講演を開催しました。 

「武庫川の自然と文化を災害の歴史」から専

門家の方々に語って頂きました。 

先期より続けています西宮神社内のクロマツ

の生育状況の紹介と手入れを続けています。

今後も引き続き成長を見守り続けたいと考え

ています。 

平素から非日常に備え、多発する自然災害か

ら命と暮らしを守る安全なまちづくりを目指

します。 

 

 

 

 

 

 

代   表 ： 村田実 

副 代 表 ： 大島勲、  赤沼有季 

和田壽子 

委 員 ： 木村俊二郎、黒田和伸 

高田誠一郎、竹嶋政宏 

深田春二、 藤村明沙佳 

活 動 の 評 価 ・ 総 括 

運 営 体 制 
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各グループの活動「緑豊かな安全なまちづくりグループ」



 

４ 武庫川の自然と防災 講座 

  講師 兵庫県県土整備局 

武庫川総合治水室長 樋口俊光氏 

 

日  時：令和３年12月15日（水） 

14：00～16：00 

場  所：尼崎市防災センター多目的ホール 

参加者：43名 

（樋口室長、小西専門委員含む） 

 内  容： 

兵庫県県土整備局武庫川総合治水室長 

樋口俊光氏を講師として武庫川の自然

と災害の歴史及び河川整備計画を通じ

て武庫川の将来を「武庫川の自然と防災」

として開催。 

1.村田氏)  開会挨拶 

2.大島氏)  武庫川にワクワク⇒武庫川 

の特殊性と生瀬～道場間の峡谷にあ

る武庫川廃線敷の歴史と魅力を説明 

3.樋口氏) 武庫川河川整備計画⇒三田

盆地や阪神間が都市化された、武庫川

の総合治水としての整備計画と河口

付近における整備進捗状況の説明 

4.質疑応答（３名から質問、樋口・大島 

が応答） (司会：大島) 

5.村田氏)  閉会挨拶 

 成  果： 

武庫川渓谷の中流に沿う廃線敷の魅力

を伝えるとともに、開発や災害の歴史を

学び、河川改修や今後の武庫川の姿を知

ることが出来た。 

 改善点： 

整備計画は、内容が行政の専門的な話が

多く、質疑応答についても、そちらに偏

って一般参加者には少し難しかった。 

 課  題： 

阪神間の魅力をもっとアピールしてい

くのに、武庫川という共通するキーワー

ドを使ったが、まだまだ知られていない

ことが多い。生活に密着して事柄や防災

安全に関する事側を知ってもらうチャ

ンスが少ない。 

 

参加者の声： 

質疑応答も含めて、できるだけ一般参加

者にもわかりやすいように平易な言葉

で話したが、それでも難しすぎるとの声

が多数後で聞かれた。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 西宮神社の黒松お手入れ会 

 

日 時：令和４年２月13日（日） 

    8：50～10：50 

場 所：西宮神社 綱鳥居前 

参加者：８人（小西専門委員含む） 

内 容： 

・西宮神社に献木したクロマツのお手入 

   れ会として開催。東門側に比べて綱鳥 

居側の生育が遅れている。日陰や地盤 

硬度の面で問題があるとして、藤原樹 

木医の指導の元に地盤改良を行った。 

・地盤改良はアースオーガーで直径15cm 

深さ100cmの穴を６本掘り、鹿沼土・日 

向土・軽石・炭粉を全部で50リットル 

程度ブレンドして、割竹を中心に詰め 

た後、周りに残りを埋め戻した。 

・穴を掘って地盤の硬度を柔らかくする 

と共に、空気や水の浸透により、植え 

た幼木の根が張りやすくする効果を

期待している。周りからの樹木の根や 

大きい石が埋まっており、取り除く事 

ができるものは積極的に除去した。 

成 果： 

  ・早くから作業を開始したので、雨降り

の前に作業を完了できた。 

・参加者が増えて、実質作業の手が分散

出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10期のビジョン活動を振り返ると、一昨年10

月にやっと、新メンバーの顔合わせをするこ

とが出来ました。 

２年間で活動できる期間が少なく、対面によ

るイベント講演は下記の通り２回のみでした。

皆さんで行動目標に沿ったイベントへの参加

や、防災関連の情報をグループLINE上にアッ

プして、ハザードマップ等の資料を集め、比

較検討。また、毎月の会議もほとんどオンラ

インで行いました。 

イベントとしては、Ｒ３年３月甲子園浜にて、

大阪湾「ひがた」の生きものたちと題して専

門家による講座と、実際に干潟に出て野外勉

強をしました。 

Ｒ３年12月には、尼崎消防局防災センター会

場をお借りして、最大限のコロナ感染対策の

上に“武庫川の自然と防災”をテーマによる

講演を開催しました。 

「武庫川の自然と文化を災害の歴史」から専

門家の方々に語って頂きました。 

先期より続けています西宮神社内のクロマツ

の生育状況の紹介と手入れを続けています。

今後も引き続き成長を見守り続けたいと考え

ています。 

平素から非日常に備え、多発する自然災害か

ら命と暮らしを守る安全なまちづくりを目指

します。 

 

 

 

 

 

 

代   表 ： 村田実 

副 代 表 ： 大島勲、  赤沼有季 

和田壽子 

委 員 ： 木村俊二郎、黒田和伸 

高田誠一郎、竹嶋政宏 

深田春二、 藤村明沙佳 

活 動 の 評 価 ・ 総 括 

運 営 体 制 
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各グループの活動「緑豊かな安全なまちづくりグループ」



 

 

三市物語グループ 

 

 

【行動目標】 

豊豊かかささととににぎぎわわいいをを創創出出すするる新新たたなな阪阪神神経経  

済済をを展展開開すするる  

芦屋・西宮・尼崎の三市はそれぞれの地域

特性を生かした魅力を発展させてきました。

そこでそれぞれの魅力をつなげることで新

たな魅力を創出し、豊かさを感じ、にぎわ

いある阪神間となり、経済の発展に寄与し

ていく。 

 

【主な取り組み方向】 

私たちは、三市（芦屋、西宮、尼崎）の魅

力を伝える物語を作って発信し、それらを

活用してにぎわいを創出し、経済の活性化

につなげる活動をします。 

 

 

 

 

令和２年度 

 

１ 三市物語 #01 ヨドコウ迎賓館の 

おひなさま（ＳＮＳ公開用映像用取材） 

 

日 時：令和３年３月２日（火） 

 9：00～10：00 

場 所：ヨドコウ迎賓館（旧山邑家住宅）

芦屋市山手町3-10 

参加者：３人（岡本・川西・濱田） 

※ 順不同 敬称略   

内  容：  

三市（芦屋・西宮・尼崎）の魅力を伝え

る活動の一環として、阪神間モダニズム

を代表するヨドコウ迎賓館にて、期間限

定のひな人形の展示を含めて取材を行

い、その様子を動画にまとめてＳＮＳ発 

信する。 

慣れない動画編集に取り組む良いきっか

けとなりました。 

成  果：   

取材をもとにフェイスブック、インスタグ

ラムに、その様子の掲載を行った 

＜facebook＞ 

https://www.facebook.com/groups/sansh

imonogatari 

＜Instagram＞ 

https://www.instagram.com/p/CMvt-

t3hHaF/?igshid=gwm842rfeio2 

課 題： 

 シリーズとして、作成し、閲覧回数を増や 

し、多くの方に魅力を伝える取り組みを行 

っていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動目標と主な取り組み方

向 

活  動  内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 国際交流 X遊び 

international sports festival 

 

 日 時：令和３年３月21日（木） 

     14：00～16：00 

 場 所： アルキメデス大庄（大庄げんき村） 

 参加者：12名（うち、スタッフ２名） 

内  容：  

異文化理解、コロナ禍の運動不足解消 

（学生のボランティアスタッフとの共 

同イべント） 

〇 開会式 約10分  

〇 アイスブレイク30分  

■ バースデイライン  

■ しりとり自己紹介 

■ 目的ルール説明  

○  遊び内容 

■ ＵＮＯ 

■ ジェンガ  

■ トランプ  

■ 気配切り  

■ 卓球  

○  表彰式 約10分 

成  果：  

  大雨の中、近隣の方がきてくれた。 

程よい人数になり管理しやすく、じっく

りと活動に取り組めた。学生や子供たち

も楽しく交流でき、予定時間をすぎても

帰りたくないようだった。 

学生達の初めての取り組みで、地域の方

が楽しめる交流の場を作れた達成感を

得られ、学校では体験できない貴重な経

験となった。 

神経衰弱、ジェンガ、ＵＮＯ、卓球、ス

ポンジの剣で目隠しをして相手の気配

を感じて叩くという遊びなど、学生たち

の趣向を凝らした遊びを教えてもらい

ながら楽しく遊んでいた。 

課 題： 

  場所の告知がうまく伝わらず中に入りづ

らい感じで、入り口に入りやすい告知掲

示が必要だった。 

学生達も初めての活動ということで連

絡がうまくいかず、コロナ禍ということ

で計画の変更があり、中々進まず時間が

かかってしまった。今後は前倒しで余裕

のある計画が必要。 
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各グループの活動「三市物語グループ」



 

 

三市物語グループ 

 

 

【行動目標】 

豊豊かかささととににぎぎわわいいをを創創出出すするる新新たたなな阪阪神神経経  

済済をを展展開開すするる  

芦屋・西宮・尼崎の三市はそれぞれの地域

特性を生かした魅力を発展させてきました。

そこでそれぞれの魅力をつなげることで新

たな魅力を創出し、豊かさを感じ、にぎわ

いある阪神間となり、経済の発展に寄与し

ていく。 

 

【主な取り組み方向】 

私たちは、三市（芦屋、西宮、尼崎）の魅

力を伝える物語を作って発信し、それらを

活用してにぎわいを創出し、経済の活性化

につなげる活動をします。 

 

 

 

 

令和２年度 

 

１ 三市物語 #01 ヨドコウ迎賓館の 

おひなさま（ＳＮＳ公開用映像用取材） 

 

日 時：令和３年３月２日（火） 

 9：00～10：00 

場 所：ヨドコウ迎賓館（旧山邑家住宅）

芦屋市山手町3-10 

参加者：３人（岡本・川西・濱田） 

※ 順不同 敬称略   

内  容：  

三市（芦屋・西宮・尼崎）の魅力を伝え

る活動の一環として、阪神間モダニズム

を代表するヨドコウ迎賓館にて、期間限

定のひな人形の展示を含めて取材を行

い、その様子を動画にまとめてＳＮＳ発 

信する。 

慣れない動画編集に取り組む良いきっか

けとなりました。 

成  果：   

取材をもとにフェイスブック、インスタグ

ラムに、その様子の掲載を行った 

＜facebook＞ 

https://www.facebook.com/groups/sansh

imonogatari 

＜Instagram＞ 

https://www.instagram.com/p/CMvt-

t3hHaF/?igshid=gwm842rfeio2 

課 題： 

 シリーズとして、作成し、閲覧回数を増や 

し、多くの方に魅力を伝える取り組みを行 

っていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動目標と主な取り組み方

向 

活  動  内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 国際交流 X遊び 

international sports festival 

 

 日 時：令和３年３月21日（木） 

     14：00～16：00 

 場 所： アルキメデス大庄（大庄げんき村） 

 参加者：12名（うち、スタッフ２名） 

内  容：  

異文化理解、コロナ禍の運動不足解消 

（学生のボランティアスタッフとの共 

同イべント） 

〇 開会式 約10分  

〇 アイスブレイク30分  

■ バースデイライン  

■ しりとり自己紹介 

■ 目的ルール説明  

○  遊び内容 

■ ＵＮＯ 

■ ジェンガ  

■ トランプ  

■ 気配切り  

■ 卓球  

○  表彰式 約10分 

成  果：  

  大雨の中、近隣の方がきてくれた。 

程よい人数になり管理しやすく、じっく

りと活動に取り組めた。学生や子供たち

も楽しく交流でき、予定時間をすぎても

帰りたくないようだった。 

学生達の初めての取り組みで、地域の方

が楽しめる交流の場を作れた達成感を

得られ、学校では体験できない貴重な経

験となった。 

神経衰弱、ジェンガ、ＵＮＯ、卓球、ス

ポンジの剣で目隠しをして相手の気配

を感じて叩くという遊びなど、学生たち

の趣向を凝らした遊びを教えてもらい

ながら楽しく遊んでいた。 

課 題： 

  場所の告知がうまく伝わらず中に入りづ

らい感じで、入り口に入りやすい告知掲

示が必要だった。 

学生達も初めての活動ということで連

絡がうまくいかず、コロナ禍ということ

で計画の変更があり、中々進まず時間が

かかってしまった。今後は前倒しで余裕

のある計画が必要。 
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各グループの活動「三市物語グループ」



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 

 

３ 「ＳＮＳを使った飲食店の発信」  

（コロナ禍の為中止） 

 

 日 時：令和３年４月〜 

 場 所（行先）：尼崎市、西宮市界隈 

 内 容： 

学生メンバーが企画 

尼崎市の虹色のチーズケーキ、西宮市

がコーヒーの街として、学生目線でＳ

ＮＳ発信する予定でしたが、飲食の食

べ歩きなのでコロナの為中止としま

した。 

 

 

４ 今津木造灯台紹介動画取材 

 

 日 時：令和３年４月30日（土） 

 場 所（行先）：西宮市今津 

 内 容： 

西宮市今津にある、今津灯台を動画作

成の為、取材撮影にいきました。現役

の木造建築灯台として、西宮市の文化

財指定を受けています。動画を作成し、

Instagram、Facebookにアップしまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 西宮廃線跡紹介動画作成 

 

 日 時：令和３年５月撮影 

 場 所（行先）：西宮市 

 内 容：西宮市の「廃線式ウォーク」コ 

  ースの紹介動画です。 

実は自然豊かな西宮市、様々な見所が

あり、ウォーキングコースが豊富にあ

ります。歴史や名所を辿りながら歩け

ます。コロナ禍の運動不足解消に近場

で楽しくウォーキングができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 尼崎農業公園紹介動画作成 

 

 日 時：令和３年５月４日（土） 

場 所（行先）：尼崎農業公園 

 撮影者：１名 

 内 容：尼崎市田能にあります尼崎農業

公園は、農地を利用した四季折々の花

が楽しめ、バラ園や、菖蒲園、桜もあ

り、阪神南地域の憩いの場となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 杭瀬商店街オンライン会議 

 

 日 時：令和３年７月２日（金） 

令和３年８月６日（金） 

 場 所（行先）：オンライン Zoom 

 参加者：８～10名 

 内 容：尼崎市の杭瀬商店街でイベント

予定の為、オンライン会議へ参加しま

した。杭瀬商店街会議は定期的に月に

１回あり、杭瀬商店街の活性化につい

て話し合いました。誰でも参加可能で

す。何回か出席し、杭瀬界隈での、昭

和レトロ写真ツアーなどを提案しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 西宮神社紹介動画作成 

 

 日 時：令和３年７月、11月撮影 

 場 所（行先）：西宮神社 

 内 容：西宮神社で１年間にあった行事

を３つ抜粋して、動画にしました。 

七夕、観月祭、十日えびすを紹介して

います。西宮神社は行事が多く、駅か

らも近く、親しみやすい神社となって

います。気軽に立ち寄って欲しいと思

い作成しました。 
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令和３年度 

 

３ 「ＳＮＳを使った飲食店の発信」  

（コロナ禍の為中止） 

 

 日 時：令和３年４月〜 

 場 所（行先）：尼崎市、西宮市界隈 

 内 容： 

学生メンバーが企画 

尼崎市の虹色のチーズケーキ、西宮市

がコーヒーの街として、学生目線でＳ

ＮＳ発信する予定でしたが、飲食の食

べ歩きなのでコロナの為中止としま

した。 

 

 

４ 今津木造灯台紹介動画取材 

 

 日 時：令和３年４月30日（土） 

 場 所（行先）：西宮市今津 

 内 容： 

西宮市今津にある、今津灯台を動画作
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た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 西宮廃線跡紹介動画作成 
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が楽しめ、バラ園や、菖蒲園、桜もあ

り、阪神南地域の憩いの場となってい

ます。 
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予定の為、オンライン会議へ参加しま

した。杭瀬商店街会議は定期的に月に

１回あり、杭瀬商店街の活性化につい

て話し合いました。誰でも参加可能で

す。何回か出席し、杭瀬界隈での、昭

和レトロ写真ツアーなどを提案しま

した。 
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 日 時：令和３年７月、11月撮影 

 場 所（行先）：西宮神社 

 内 容：西宮神社で１年間にあった行事

を３つ抜粋して、動画にしました。 

七夕、観月祭、十日えびすを紹介して

います。西宮神社は行事が多く、駅か
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９ 尼崎南空中散歩動画作成 

 

日 時：令和３年11月撮影 

場 所（行先）：阪神尼崎駅前ビル 

内 容： 

阪神尼崎駅前にあります、土井ビル（撤

去予定の為、現在立ち入り禁止）の屋上

から撮影をして、空中からの尼崎の動画

を作成しました。いろんな形での地域の

魅力を紹介する方法として、ビルの屋上

からの撮影も視点が変わり、面白いもの

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 杭瀬レトロツアー 

 

  日 時：令和３年11月６日（土） 

      15：00～17：00 

 場 所： 杭瀬駅周辺（杭瀬駅→五色横丁

→杭瀬商店街） 

 参加者：12名（うち、スタッフ２名） 

      ガイド： 成田 たけこ氏 

内  容：  

杭瀬駅より出発。奄美の人たちがたく

さん出稼ぎに来てできた奄美の歴史

が残る五色横丁や、縦横無尽に伸びる

杭瀬商店街を、地元の人のガイドで写

真撮影しました。 

  成 果： 

   杭瀬の歴史や、商店街を知る良い機会

となりました。 

 

 課 題： 

  杭瀬の魅力をもっと多くの方に知って頂

ければ、もっと人が集まると思います。

そして、地域が活性化すれば、新たな魅

力を創造が想像され杭瀬が発展してい

く事ができると感じました。 

まずは、魅力を発信し続ける事で知って

もらう事が必要と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 紹介動画アルバム作り 

 

 日 時：令和４年２月〜 

 場 所（行先）：尼崎市、西宮市、芦屋市 

 内 容： 

今まで撮った動画を、アルバムに編集し

て、ネット以外でも見られるようにしま

した。作ったアルバムは県民センターで

自由に閲覧できるようにしたいと考え

ています。ネット上でも、リアルでも両

方で活用できる形にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「豊かさとにぎわいを創出する新たな阪神経

済を展開する」というビジョンを目的に活動

を行いましたが、コロナ禍の為、当初予定し

ていた外でのイベントなどができず、急遽オ

ンライン活動へ変更しました。 

結果、コロナに２年間振り回されましたが、

オンラインに切り替えていた為、個人単位で

活動ができ、地域の魅力を発信することがで

きました。 

しかし動画の作成など、技術を要する活動と

なった為、なかなか全員での活動は難しいも

のとなりました。コロナ禍での厳しい環境で 

 悩みましたが、模索した結果、「新たな阪神 

経済を展開」する道を、ＳＮＳという形で

開拓することができました。 

課題としてはコロナという問題が発生した

場合に、速やかに違う方向での活動に切り

替える必要があると感じました。 

戸惑っている間にどんどん時間はすぎてし

まうので、まずはできることからやってみ

て、小さな活動でも継続することが重要だ

と感じました。 

今回、ＳＮＳの活用の重要性がわかり、地

域の魅力を知ってもらう為の重要なツール

であり、簡単かつスピーディーに発信でき

ることがわかりました。 

今後も新たな壁に挑戦しながら、いろん

な方向から展開していきたいです。 
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から撮影をして、空中からの尼崎の動画

を作成しました。いろんな形での地域の

魅力を紹介する方法として、ビルの屋上

からの撮影も視点が変わり、面白いもの

となりました。 
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 場 所： 杭瀬駅周辺（杭瀬駅→五色横丁

→杭瀬商店街） 

 参加者：12名（うち、スタッフ２名） 

      ガイド： 成田 たけこ氏 

内  容：  

杭瀬駅より出発。奄美の人たちがたく

さん出稼ぎに来てできた奄美の歴史

が残る五色横丁や、縦横無尽に伸びる

杭瀬商店街を、地元の人のガイドで写

真撮影しました。 

  成 果： 

   杭瀬の歴史や、商店街を知る良い機会

となりました。 

 

 課 題： 

  杭瀬の魅力をもっと多くの方に知って頂

ければ、もっと人が集まると思います。

そして、地域が活性化すれば、新たな魅

力を創造が想像され杭瀬が発展してい

く事ができると感じました。 

まずは、魅力を発信し続ける事で知って

もらう事が必要と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 紹介動画アルバム作り 

 

 日 時：令和４年２月〜 

 場 所（行先）：尼崎市、西宮市、芦屋市 

 内 容： 

今まで撮った動画を、アルバムに編集し

て、ネット以外でも見られるようにしま

した。作ったアルバムは県民センターで

自由に閲覧できるようにしたいと考え

ています。ネット上でも、リアルでも両

方で活用できる形にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「豊かさとにぎわいを創出する新たな阪神経

済を展開する」というビジョンを目的に活動

を行いましたが、コロナ禍の為、当初予定し

ていた外でのイベントなどができず、急遽オ

ンライン活動へ変更しました。 

結果、コロナに２年間振り回されましたが、

オンラインに切り替えていた為、個人単位で

活動ができ、地域の魅力を発信することがで

きました。 

しかし動画の作成など、技術を要する活動と

なった為、なかなか全員での活動は難しいも

のとなりました。コロナ禍での厳しい環境で 

 悩みましたが、模索した結果、「新たな阪神 

経済を展開」する道を、ＳＮＳという形で

開拓することができました。 

課題としてはコロナという問題が発生した

場合に、速やかに違う方向での活動に切り

替える必要があると感じました。 

戸惑っている間にどんどん時間はすぎてし

まうので、まずはできることからやってみ

て、小さな活動でも継続することが重要だ

と感じました。 

今回、ＳＮＳの活用の重要性がわかり、地

域の魅力を知ってもらう為の重要なツール

であり、簡単かつスピーディーに発信でき

ることがわかりました。 

今後も新たな壁に挑戦しながら、いろん
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